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〇 令和４年３月２９日付け総務省自治財政局長通知により、公立病院は、令和４年度又は
令和５年度中に「公立病院経営強化プラン」を策定し、病院事業の経営強化に総合的に
取り組むこととされた。

〇 公立病院経営強化プランの策定に当たっては、策定段階から地域医療構想等調整会議の
意見を聴く機会を設けることなどを通じて地域医療構想や医師確保計画等との整合性を
確認することとされている。

公立病院経営強化プランについて

策定中のプランについて、地域医療構想との整合性等について、ご意見をお伺いするもの

＜参考：公立病院経営強化ガイドラインから抜粋＞

・今後の公立病院経営強化の目指すところは、公・民の適切な役割分担の下、地域において必要な医療提供体制の確保

を図り、その中で公立病院が安定した経営の下でへき地医療・不採算医療や高度・先進医療等を提供する重要な役割

を継続的に担っていくことができるようにすること。

・限られた医師・看護師等の医療資源を地域全体で最大限効率的に活用するという視点を最も重視し、新興感染症の感

染拡大時等の対応という視点も持って、公立病院の経営を強化していくことが重要。

・地域の中で各公立病院が担うべき役割・機能を改めて見直し、明確化・最適化した上で、病院間の連携を強化する

「機能分化・連携強化」を進めていくことが必要。特に、機能分化・連携強化を通じて、中核的医療を行う基幹病院

に急性期機能を集約し医師・看護師等を確保するとともに、基幹病院から不採算地区病院をはじめとする基幹病院以

外の病院への医師・看護師等の派遣等の連携を強化していくことが重要。

・経営強化プランは、当該公立病院の地域医療構想に係る具体的対応方針として位置付けることとされていることも踏

まえ、地域医療構想と整合的であることが求められる。
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①県立下呂温泉病院における経営強化プラン
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〇県立下呂温泉病院経営強化プランの主な項目と記載内容について

項　　　目 記　載　内　容

〇役割・機能の最適化と連携の強化

　・地域医療構想等を踏まえた当該病院

　　の果たすべき役割・機能

岐阜県の中山間地域におけるへき地中核病院として“生活の場の医療”を提供するとともに、産科、小児科、救

急医療等政策的な医療提供体制の維持・推進を担っている。

　・地域包括ケアシステムの構築に向け

　　て果たすべき役割・機能

地域の介護・福祉機関との連携を強化し、介護・福祉機関への患者情報の積極的な提供や、入院後１週間以

内に行われるカンファレンスや退院前に行われるカンファレンスの取組みの強化等により、医療・保健から

介護・福祉へと切れ目のないサービスを提供する。

　・機能分化・連携強化 ・高度急性期については、飛騨圏域の医療機関と連携を強化し、効率的で質の高い医療体制を確保する。

・下呂市立金山病院をはじめとする近隣の医療機関との連携については、紹介率、逆紹介率の維持・向上を

図るとともに、地域の医療機関による医療機器の共同利用や開放型病床の利用拡大に努めるなど、病病・病

診連携を推進する。

〇医師・看護師等の確保と働き方改革

　・医師・看護師等の確保 ・地域医療研究研修センターにおいて、地域医療を志す医師の養成

・パートナーシップ・ナーシング・システム（ＰＮＳ）の定着及び看護補助者の適正配置など支援体制の充

実

　・医師の働き方改革への対応 ・ＩＣカードの導入による入退庁時間の管理や宿日直許可の取得による外部からの派遣医師の確保等によ

り、医師の業務負担軽減や労働時間短縮を図り、将来にわたって良質な医療を持続的に提供できる体制の確

立を目指す。

・医師事務作業補助者の充実や特定行為看護師の育成及び活用に努める等、タスク・シフティングの推進に

向けた取組みを実施し、医師の負担軽減を図るだけでなく、職種を超えた的確な医療の提供を目指すチーム

医療の推進を図る。

〇経営形態の見直し 飛騨圏域南部の中核病院として、政策医療を担う等重要な役割を果たすとともに、地域医療構想を踏まえた

医療の提供や地域の医療機関との連携により、地域全体の医療水準の向上を図り、もって県民の健康の確保

及び増進への寄与に取り組んでいる。

〇新興感染症の感染拡大時等に備えた

　平時からの取組

感染対策チーム（ＩＣＴ）及び抗菌薬適正使用支援チーム（ＡＳＴ）の活動を充実させ、医療関連感染と職

業感染の低減を図るため、平時から取組みを実施する。



参考：総務省通知（R4.3.29）
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